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は
じ
め
に

明
治
期
の
後
半
に
、
東
京
市
の
避
病
院
と
し
て
そ
の
使
命
を
果

た
し
て
い
た
「
駒
込
病
院
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
病
院
は
、
明
治
三

十
年
（
一
八
九
七
）
に
伝
染
病
予
防
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ

て
、
東
京
市
が
所
管
運
営
す
る
病
院
と
し
て
新
築
改
造
さ
れ
、
こ

の
頃
の
伝
染
病
に
関
わ
る
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ

と
が
「
日
誌
」
史
料
か
ら
窺
え
る
。

駒
込
病
院
に
は
、
勤
務
す
る
医
師
（
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

か
ら
派
遣
）
ら
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
「
当
直
日
誌
」
が
残
さ
れ

て
お
り
、
平
成
十
一
年
に
「
駒
込
病
院
医
局
日
誌
抄
」
と
し
て
編

纂
出
版
さ
れ
た
。
期
間
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
四
十
二
年
迄
で
あ

る
。
こ
の
中
に
は
、
医
師
・
看
護
師
の
職
務
上
の
活
動
、
あ
る
い
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上
坂
良
子
・
水
田
真
由
美

は
、
勤
務
時
間
外
の
人
間
的
な
交
流
、
医
師
に
よ
る
看
護
師
育
成

講
習
（
教
育
）
な
ど
、
ま
た
、
看
護
師
は
医
師
の
権
限
下
に
あ
り

な
が
ら
も
、
看
護
の
主
体
性
お
よ
び
他
部
門
（
医
師
・
薬
剤
師
・

事
務
系
）
と
協
働
す
る
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
チ
ー
ム
医
療
の
原

点
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
散
見
す
る
。

今
回
、
「
医
局
日
誌
」
か
ら
見
え
て
く
る
最
も
注
目
し
た
点
は
、

「
一
避
病
院
の
看
護
管
理
」
の
状
況
で
あ
る
。
近
代
看
護
の
教
育

を
受
け
た
看
護
師
の
行
動
が
、
看
護
管
理
概
念
の
形
成
過
程
の
時

期
と
し
て
今
日
に
何
を
示
唆
し
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。

医
局
日
誌
か
ら
み
え
る
看
護
管
理
の
状
況

医
師
と
看
護
師
と
の
関
係
で
は
、
当
時
を
評
し
て
語
ら
れ
る
単

純
な
従
属
関
係
で
は
な
く
か
あ
る
面
で
は
看
護
本
来
の
実
践
を
心

が
け
、
看
護
を
中
心
と
し
た
伝
染
病
医
療
へ
の
熱
意
が
窺
え
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
今
日
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
と
い
わ

れ
る
看
護
管
理
体
制
の
原
点
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
病

院
の
伝
染
病
者
の
看
護
、
す
な
わ
ち
、
急
性
期
の
看
護
は
、
背
景

に
あ
る
医
学
的
な
進
展
か
ら
み
れ
ば
時
代
の
先
端
を
語
る
看
護
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
市
井
の
人
々
の

通
念
に
は
、
隔
離
さ
れ
る
伝
染
病
は
死
と
直
結
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
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あ
り
、
強
制
収
容
さ
れ
る
恐
怖
が
伴
な
っ
た
。
医
療
者
で
あ
る
看

護
職
か
ら
も
敬
遠
さ
れ
、
駒
込
病
院
の
看
護
要
員
も
絶
え
ず
人
手

不
足
を
問
題
に
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
の
収
容
に

際
し
、
駒
込
病
院
は
伝
染
病
医
療
の
拠
点
の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
「
本
所
病
院
」
「
大
久
保
病
院
」
「
広
尾
病
院
」
を

開
設
し
、
そ
こ
へ
駒
込
病
院
か
ら
人
材
を
派
遣
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
が
機
能
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
組
織
化
の
中

心
に
い
た
の
は
結
論
的
に
看
護
部
門
で
あ
っ
た
。

看
護
師
た
ち
は
院
外
研
修
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
こ
の
頃
、
既
に
看
護
界
で
著
名
だ
っ
た
大
関
和
が
主
催
す
る

研
修
会
参
加
の
様
子
も
「
外
出
を
許
可
す
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い

う
〔
》
○

「
駒
込
病
院
医
局
日
誌
抄
」
を
通
し
て
見
え
て
く
る
看
護
管
理

の
状
況
に
つ
い
て
特
徴
的
な
五
点
と
、

以
下
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

一
看
護
部
門
の
組
織
図
の
人
事
、
業
務
、
教
育
に
つ
い
て
決

定
は
、
医
局
の
権
限
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

二
看
護
部
門
の
責
任
者
で
あ
る
「
杉
本
取
締
」
の
役
割
の
一

つ
に
、
駒
込
病
院
外
三
施
設
（
本
所
・
広
尾
・
大
久
保
）
の

看
護
責
任
者
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
開
設
（
組
織
化
）

時
の
要
員
配
置
、
設
備
物
品
調
達
等
の
権
限
が
あ
っ
た
。
こ

こ
で
の
考
え
や
行
動
に
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
発
想
が
あ
る
。

三
看
護
要
員
不
足
に
対
し
、
「
派
出
看
護
婦
会
」
か
ら
、

随
時
、
臨
時
採
用
者
を
確
保
し
て
い
た
。
東
京
看
護
婦
会

（
大
関
在
職
中
）
か
ら
の
採
用
も
あ
っ
た
。

四
杉
本
取
締
（
後
に
婦
長
と
呼
称
）
は
、
、
王
任
制
を
主
張
し

（
実
現
）
、
後
任
の
教
育
を
行
っ
て
い
た
。

五
看
護
教
育
に
つ
い
て

①
院
内
感
染
予
防
の
た
め
、
医
局
が
医
員
職
務
規
定
、
衛
生

消
毒
規
定
、
看
護
婦
掛
規
定
を
作
成
し
院
内
活
動
を
活

性
化
し
て
い
た
。
医
師
や
看
護
師
、
職
員
が
感
染
し
死

亡
す
る
事
態
も
あ
り
、
衛
生
消
毒
規
定
の
実
践
が
強
化

さ
れ
た
。

②
看
護
要
員
不
足
お
よ
び
院
内
感
染
予
防
の
点
か
ら
独
自
の

募
集
・
養
成
を
行
っ
た
。

お
わ
り
に

日
誌
か
ら
全
容
は
見
え
な
い
が
、
看
護
職
は
全
て
に
従
属
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
（
文
献
略
）


